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令和２年度事業計画：道路路面の健全度評価システムの実務への適用 

【事業の概要】 

(1) AIを応用し，道路路面の健全度評価の精度を向上させる． 

(2) 道路路面の維持管理業務の支援を行う上での要望・改善点などを，本システムに導入

する． 

 
【役割分担】 

(1) AI を導入した高精度化（大学） 

(2) 路面画像の分析結果および一連の健全度評価に対する，実務の観点からの要望・改善

点などの集約（県） 

 

 

 

健全度評価システムの判定結果

原画像

本研究で得た判定画像

この路面のひび割れ率

4+(9×0.3)
60 = 11.2%


